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平
成
２４
年
６
月
１６
日
（土
）
、
一
般

社
団
法
人
雄
飛
会
発
足
後
初
と
な
る

福
岡
工
業
大
学
同
窓
会
第
１３
回
定
期

総
会
が
母
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
会
場
と
な
っ
た
Ｃ
棟
地
下
ホ

ー
ル
に
は
、
各
地
よ
り
１
８
５
名
の

卒
業
生
が
訪
れ
旧
交
を
温
め
合
い
ま

し
た
。

聰
韓
金
輪

司
会
の
福
岡
支
部
楠
本
氏
（昭
和
４６
年
通
信
卒
と
に
よ
る
開
会

｛呈
一［
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
が
行
な
わ
れ
た
後
、
上
田
会
長
よ
り
本
総

会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
お
よ
び
新
役
員
の
紹
介
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
役
員
よ
り
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
の
内
容
は
左
記
の
通
り
で
す
。

報
告
事
項

①
　
平
成
２２
・２３
年
度
活
動
報
告
（法
人
化
経
過
報
告
含
む
）

桑̈
原
理
事
（昭
和
５８
年
電
気
卒
）

②
　
業
務
人
ム
計
監
査
報
告

西̈
村
監
事
（昭
和
５７
年
通
信
卒
）

③
　
活
動
方
針
（福
岡
工
業
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
の
合
併
）

神̈
谷
事
務
局
長
（昭
和
４２
年
材
料
卒
）

④
　
大
学
ト
ビ
ツ
ク
ス
に
関
す
る
配
布
物
に
つ
い
て
説
明

山̈
口
広
報
部
長
（平
成
３
年
電
気
卒
）

福
岡
工
業
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
同
時
開
催
さ
れ
て
い
た
福
岡
工
業
大
学
短

期
大
学
部
同
窓
会
総
会
で
合
併
の
承
認
が
決
議
さ
れ
、　
本
総
会
で
も
そ
の
旨
が
報
告
さ
れ
、
△
口
併
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
最
後
に
、
永
年
福
岡
工
業
大
学
同
窓
会
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
前
香
川
県
支
部
長
入
船
氏
（昭
和

４６
年
電
気
卒
）
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
込
め
て
永
年
任
務
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
報
告
終
了
後
楠
本
氏
の
閉
会
宣
言
に
よ
り
総
会
は

滞
り
な
く
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

鶉
爆
競
食
漑

総
会
終
了
後
、
学
生
食
堂
〃
レ
ス
ト

ラ

ン

Ｏ

Ａ

Ｓ

Ｉ

Ｓ

〃

に

場

所

を

移

し

て

懇
親
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
中
、
法
人
本
部
よ
り
大
谷

忠
彦
常
務
理
事
、
下
村
輝
夫
学
長
に
ご

臨
席
賜
り
ま
し
た
。

北
村
学
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長

（昭
和
５６
年
通
信
卒
）
の
司
会
で
ス
タ
ー

ト
し
た
懇
親
会
は
、
上
田
会
長
の
挨
拶

お
よ
び
来
賓
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
〈
フ
懇
親
会
で
は
、
短
期
大
学
部
同

窓
会
の
合
併
が
承
認
さ
れ
た
事
を
受

け
、
短
期
大
学
同
窓
会
と
の
合
同
開
催

で
行
わ
れ
、
短
期
大
学
部
同
窓
会
の
齋
藤

会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
〈
口
併
に
向
け
た

思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

前
香
川
県
支
部
長
入
船
氏
の
乾
杯
の

音
頭
の
後
、
〈
不
員
相
互
の
近
況
交
換
・親

睦
が
和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
〈
フ
回

は
、
余
興
の
ビ
ン
ゴ
大
会
に
加
え
、
昨
年

度
大
学
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
見
事
日

本

一
に
輝
い
た
大
学
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
［ル
成
さ
れ
た
素
晴
ら
し

い
演
奏
に
、
〈ム
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

最
後
は
、
恒
例
と
な
っ
た
杉
尾
民
則
氏

の
音
頭
に
よ
る
学
園
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
、

会
場

一
丸
と
な
つ
て
盛
り
上
が
り
が
最
高

潮
に
達
し
ま
し
た
。
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一般
社
団
法
人
雄
飛
会
大
会
、福
岡
工
業

大
学
同
窓
会
第
１３
回
定
期
総
会
の
報
告
で

も
触
れ
ま
し
た
通
り
、
雄
飛
会
に
福
岡
工
業

大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
を
合
併
す
る
事

が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
後
、
一
般
社
団
法
人
雄
飛
会
の
運
営
委

員
会
に
お
い
て
定
款
変
更
案
の
審
議
を
行

い
、
理
事
会
お
よ
び
社
員
総
会
の
承
認
と
、

‐１
月
１
日
の
正
式
合
併
に
向
け
た
手
続
き

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

挨拶を行う上国会長
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下村学長大谷常務理事

演奏を行う大学吹奏楽団


